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1. はじめに

急速に多様化し発展しつつある情報メディアを活用

し処理していく力は、現代社会で活躍する上で重要な

能力であり、大学で専門教育を行う上での大切な基礎

の一つでもある。ただし、高等教育における授業の中

で、多様な情報メディアの全てを身に付けさせるのは

一般の学生向けの基礎的教育内容としては現実的で

はない。通常、基礎的な教育の内容としては、多様な

情報メディアを活用していくための動機付けと、最初

の一歩を後押しすることになる。これに対して現行

の教育体制の中で効果的と考えられるのは、例えば、

視覚、聴覚、文字情報を組み合わせて情報を表現する

までの流れを一つ想定し、さまざまな情報環境を一連

の流れに沿って系統立てて利用していく形の講義と実

習を組み合わせた教育であろう 1, 2)。さらに、授業と

は別に多様な情報メディアに実際に触れ、利用するこ

とが可能な自習環境が重要な役割を果たすと考えら

れる。

広島大学では、西図書館内に多目的自習環境「マル

チメディアフロアー」を設置し、２００１年度より運

用してきている。この多目的自習環境では、Linux、

Microsoft Windows, Mac OS Xといった複数のＯＳ、

ＤＶＤ、プリンタ、スキャナ、プロジェクター、デジ

タルビデオカメラ等の周辺機器、撮影機材を備えた

スタジオ等が利用できる。また、外国語学習のため

の視聴覚教材を備えており、衛星放送や映像ライブラ

リーにある授業等を閲覧するための個室ブースも用

意している。このように「マルチメディアフロアー」

はいろいろな学習スタイルを考慮した複数施設から

なる環境である。このため、多様な目的を持つ利用者

が最適な情報処理システムを選択し、また、初めて触

れるシステムでも大きな不安無しに利用できるよう

サポートスタッフが常駐することにより、目的に合わ

せ情報処理システムを活用する能力を身に付けられ

るように配慮している 3, 4, 5)。

広島大学「マルチメディアフロアー」利用者の多く

は、図書を閲覧するのと同時にコンピュータを始めい

ろいろな情報処理システムに触れ、多くの情報メディ

アを利用し、いろいろな形でのコミュニケーションを

行う中で専門知識を身に付ける。これと同時に、専門

知識の取得に必要な情報メディア活用能力と学習者間

でのコミュニケーションの大切さを学習していくので

ある。本論では、この「マルチメディアフロアー」に

おける大学生の動向と利用実態についてアンケート

調査とその結果について報告し、幅広い情報処理能力

を育成するための情報基盤について議論する。

2. マルチメディアフロアー利用状況調査

広島大学情報メディア教育研究センターではマルチ

メディアフロアーの利用状況を調べるため、毎年６月

末に１０日程度のマルチメディアフロアー利用者を対

象としたアンケート調査を実施している。アンケート

はWeb上で行い、マルチメディアフロアー内端末で

ブラウザを起動した際最初に表示されるページの中

にアンケート調査へのリンクを設けると同時に、掲

示、館内放送により広報し、調査への協力をお願いし

ている。

アンケート内容はシステムの改善等に合わせて調

整を行っているが、ここでアンケート項目の中から毎

年実施している項目を抽出しリストアップしておく。

1. あなたは、マルチメディアフロアーをどの程度

使っていますか？

2. マルチメディアフロアーの施設のうち利用した

ことがあるもの全てにマークしてください。

3. マルチメディアフロアーの施設のうち利用した

ことは無いが、利用してみたいと思うもの全て

にマークしてください。

4. あなたが人に聞かれたとして、どんな施設か説

明できそうだと思うものにマークしてください。

5. あなたがマルチメディアフロアーを利用する目

的はなんですか。

6. マルチメディアフロアーでよく利用するのは何

ですか。

7. マルチメディアフロアーを利用していて分から

ないこと、トラブルがあった場合はどうしてい

ますか。

8. あなたの家にはあなたが自由に使えるコンピュー

タがありますか？



9. そのコンピュータをインターネットに接続して

いますか？

10. あなたが、電子メールのために主に利用してい

るのはコンピュータですか、携帯電話ですか？

11. SA（スチューデントアドバイザー）は、準備室

に来る質問や相談の一部を、職員に代わって受け

る、有志の学生ボランティアです。わからないこ

とやうまくいかないことで、本やマニュアルを調

べても、どうしてもわからないときは、準備室に

質問に行く代わりに、SAに質問することができ

ます。このような制度についてどう思いますか。

12. マルチメディアフロアでパソコンを使う際に、最

もよく利用するのはどれですか？

これら項目についての選択式設問と、マルチメディア

フロアーに関する意見、要望等についての記述式設問

を用意している。関係スタッフは、リアルタイムで集

計される調査結果に注意し、現状の問題を把握と解決

に努めている。

3. マルチメディアフロアー利用状況

ここで、今年度の利用状況調査の集計結果を元に、

マルチメディアフロアーの利用状況について簡単に

触れておく。回答者は学部１年生 58%、２年生 25%、

３年生 10%、４年生 5%で残りは大学院生であった。

図１～５は、前節でリストアップした設問の内、そ

れぞれ２、３、５、６、７番目の設問に対する回答

の集計結果である。情報教育で利用されるのと同じ

Linux端末を設置したオープンスペースとWindows

端末コーナーの利用者が多く、情報コンセント、外国

語自習室、隔離型自習スペースは利用してみたいが

利用したことがないという学生が多いことが分かる。

図３に出る「学生情報システム」は履修登録、学生

向け各種掲示、成績確認を行うためのWebサイトで

ある。学習、娯楽といった目的に比較して、コミュニ

ケーションでの利用というのは携帯電話の普及と共に

減少傾向にある。 また、Webブラウザは９割近い利

図 1: 項目２（回答数：５１９）

図 2: 項目３（回答数：４５４）

図 3: 項目５（回答数：５２０）

図 4: 項目６（回答数：５０８）

図 5: 項目７（回答数：５１５）



用者がよく利用していると答えており、他を大きく引

き離している。フロアーの利用について分からないこ

とがあった際は、スタッフに尋ねるという割合が最も

多く、スタッフが常駐することの重要性が分かる。

4. 利用動態の変化

マルチメディアフロアーには、想定されるさまざま

な利用目的に対して、それぞれ最適化された最先端の

情報環境を整備してきている。このため、毎年、予算

の許す範囲内で環境の見直しと新たなシステムの導

入に努めている。ここでは、新規システム導入と旧シ

ステム更新の基礎資料の一つとなる利用者の所有す

る情報環境について、ここ４年間の変化について報告

する。

図６～８は、第２節でリストアップした設問の内、

それぞれ８、９、１０番目の設問に対する最近４年間

図 6: 項目８

図 7: 項目９

図 8: 項目１０

の回答を集計した結果である。これを見ると、パソコ

ンの所有率は順調に伸びてきているが、その中でパソ

コンをインターネット接続している学生の割合はほと

んど変化していないことが分かる。また、多くの学生

が電子メールの送受信に主として携帯電話を利用す

るようになってきたことも見て取れる。

オープンスペースでの電子メール利用が減少し、ま

た、自宅のパソコンをインターネットに繋ぐ必要性も

上がっていないことの大きな要因は、携帯電話の普及

にあると考えられる。実際、今年度のアンケート調

査の中で、フロアー利用者の 98.5%が携帯電話を所有

しており、その中の 96%は携帯ネットサービスに加

入しているとの結果が得られている。また、利用者

の 86%はカメラ付の携帯電話を所有していると答え

ている。

項目１２は、２００２年に追加した質問項目である。

図９を見ると、学生の多くが授業で学習する Linux、

自宅等で利用しているWindowsを中心に利用してお

り、マルチメディアフロアー特徴的な環境である外国

語学習、マルチメディア編集等のためのMacintoshの

利用者は増えていない。これについては、学生から要

望の強いWindows環境を充実したこと、外国語学習

のための専用環境が他に整備されたこと、マルチメ

ディア機器を使いこなさなくても簡単な用途であれば

カメラ付き携帯電話で十分なこと等が原因であろう。

図 9: 項目１２

本節で見たように、この４年間での利用動態の大き

な変化は無い。変化が見られるのは学生の所有する

携帯電話環境と関連した項目であり、より学生の身近

なところで起きている。このような周辺環境も含め、

今後、情報メディアがどのように進展していくか注目

しつつ、多目的自習環境の将来計画について検討して

いる。

5. まとめ

広島大学の多目的自習環境「マルチメディアフロ

アー」の利用に関して学生の動向を報告した。本年度



のアンケート回答数が５００を超えていることから

も分かるように、学生の自習環境への関心は高く、調

査結果は自習環境とサポートシステムの改善、情報

教育環境の再検討、新たな授業科目の設置等、いろい

ろな場面で役立っている。本論では述べなかったが、

今年度は、学生が所有するパソコンのＯＳアップデー

ト、ウイルス対策の状況等も調べている。ウイルス対

策に関する知識が不十分な学生も少なくない現状が

あり、使い慣れたシステムについても、電子メール、

ブラウザ利用、レポートの作成方法から一歩踏み込ん

で、コンピュータネットワークの仕組み、ＯＳの役割

についての教育を、より実践的な形で進める必要があ

るといった課題も浮き彫りになっており、自習環境利

用のサポートと同時に学生の所有するコンピュータに

関してどのようなサポートを行うべきか検討が始め

られつつある。

多くの学生が利用するのは使い慣れていて、特別な

準備なく利用できるシステムが中心であり、その他の

システム利用にはなかなか踏み出せていないのが現

状である。学生の利用頻度の少ないシステムについ

ては、より気軽に触れてみることができるようなサ

ポート体制、イベント等を企画し、情報メディアを十

分に使いこなせる能力をより多くの学生が身に付け

られるよう工夫していかなくてはならない。今後は、

マルチメディア編集環境等にも、より簡単に触れられ

るよう、講習会、導入教育の実施、初心者向けマニュ

アルの作成と個別サポート体制の更なる充実を考え

ている。そのための一つのキーとなるのが学生ボラン

ティアスタッフ（ＳＡ）の存在である。同年代の学生

が相談に乗ってくれることで、新たな試みの第一歩と

なる場合も少なく無いであろうし、それぞれの得意分

野でより詳細なサポートを行うこともできるであろ

う。このためにも、学生ボランティアが効果的に機能

する体制を整え、彼らが快適に働ける環境作りを行う

ことが現在の大きな課題の一つとなっている。また、

情報メディア活用に関連する授業を充実させることも

大切であろう。マルチメディア編集環境は利用者が減

少傾向にあるようにも見えるが、学生の動機付けと、

利用を後押しする可能性を持つ授業「メディア活用研

究」が昨年度から開設されており、状況が大きく変化

すると期待している 6, 7)。

学生の利用目的と使用するシステムは徐々に変化

しているが、今後、高校で情報科目を履修した学生が

入学してくるようになるとこれまでとは大きく異な

る状況が実現する可能性もある。そのような中でよ

り多くの学生が、習得済みの技能からしだいにステッ

プアップできるよう、多目的自習環境には、使い慣れ

たシステムに近い環境と利用目的によって必要とな

る特別な環境を整備していく。また、フロアーを利用

する中で学生の所有するコンピュータに関する知識、

技能も向上するよう工夫したい。
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